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磁性,髄気共鳴の研究の進感と共に遷移金属,希土類金属合金の低温蒸着非晶

薄膜 の軽質に補心 を集甲 している (Fe.Ni,Co等の遷移金属, La,Ce,Gd

等の希土類金属,またはそれ.等の希薄合金一例 えば, Fe,Ni.Co-Bi,Ce,

Gd･Dy-Bi等)もうーっ先述のⅩ線角相聞の装置は勿論 ポヂ トロン消滅の

測定装置でもあ って,超微粒金属粒子中の Fermi面0)決定にも, また,上の

硬練非晶状態中の金属甲の電子構造の決定にも大きな力を発振す ると期待 して

いる｡
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我々はプラズマと竃短波 または荷電粒子流 との相互作用の実妹的研究を行 っ

ているO (a)プラズマ露頭は磁気プラズマでは電子 サイクロ トン高調俊 を伴

ラ-イブ リッド共鳴として,虞に不均一密庄分布のプラズマでは高適波近傍 に

敏弼横道 をもt･,.て観測 された｡ 比の樺 の転 頭は外か ら加えた電波, または電子

ビームにより強 く励起 され ,ノ､リス型不安定性によると考えられ るO庇の綴加

えた砲乱 は弱いがプラズマの非線型に よる凝廟の倍細波 も戚刺 された. (bj

電子 oI)エネルギー分布が乱れていて,かつ電 線の幅身摘好面積の電子エネルギ-

威存睦が 大きい場合,電波はプラズマ内で負 の吸収,即ち壇 巾され るとい うマ

イクロ不安定の東栄を見出 した O これは誘導 サイクロ トロン福射と鍬劫遍射に

よるものであるO笑顔に 準 などのラムザウエル効果 の大きいガスのプラズマ

で,前者 はサイクロトロンとその高諸飯で,後者は電子の衝突周波政 よ り砥 い

周波数で現われ 産 . (C)一方,空蘭和 二不均一な磁場に強力な電磁波 を竃畳

し,局所 萄な電子 i!,-イクロ トロン共鳴を行 ってプラズマをガロ遠 し,プラズマピ

-ムを発生 させる実験を行 っているo鹿のプ ラズマビームの安定性,特に熱化

の方法を検討すると共に,庇の加速の原 理を使 ってカスプ磁場内のプラズマの

カスプ損失 を抑制することを試みて,高唱プラズマの発生 と,その報 じ込め の

一つの可能性 を追求する0
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